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T O M I O K A  G I K A I  D A Y O R IT O M I O K A  G I K A I  D A Y O R I

６月の
定例会

部活動開始で
体力向上を実現！
部活動開始で
体力向上を実現！

●●16

本格輸送に向けて
万全の対策を
本格輸送に向けて
万全の対策を

●●18

ふるさとの復興へ
大きく前進
ふるさとの復興へ
大きく前進

●●2

●●6 ズバリ!! 町政を問う
７議員が質問
ズバリ!! 町政を問う
７議員が質問



ふるさとの復興 へ大きく前進
５月臨時会報告

【複合商業施設開業に向けて準備を進めます】【複合商業施設開業に向けて準備を進めます】

今冬オープンに向け、撤去作業が進む

【アクセス道路の橋台等を建設します】【アクセス道路の橋台等を建設します】

【役場庁舎が利用できるようになります】【役場庁舎が利用できるようになります】

机、椅子など全て搬出されている

【JR 富岡駅前に交通広場を作ります】【JR 富岡駅前に交通広場を作ります】

　帰還する町民の買い物環境を確保するために取得した複合商業施設内装等の解体工事を行います。

床、間仕切り壁、天井内配線、
照明器具、給排水管等の撤去

平成28年８月31日（撤去終了）

105,840,000円

㈱倉伸

平成28年11月下旬一部先行オープン
※平成29年４月施設全館オープン
※施設愛称の公募等を行いました。
　結果発表は平成28年９月（予定）

工事概要

完成工期

契約金額

契約相手方

開業時期

　県道広野・小高線と６号線にアクセスしている岩井
戸線を結ぶ道路を新設するために、JR跨線橋にか
かる橋台２基橋脚１基を建設します。この道路は、
海岸線からの避難路も兼ねた復興拠点へのアクセス
道路となります。

富岡町大字仏浜地内

平成29年３月31日

204,876,000円

鉄建建設㈱　東北支店

工事場所

完成工期

契約金額

契約相手方 浜街道につながるアクセス道路を建設

　平成29年４月の帰還目標時期に合わせて、役場庁舎の機能回復工事を行います。

工事概要

完成工期

契約金額

契約相手方

　東日本大震災の津波により流出したJR富岡駅の
復興と町復興拠点の交通の要として、富岡駅前に
交通広場を整備します。

大型バス停車場（４台）
タクシー停車場（４台）
バス・タクシー等乗降場
シェルター（乗降場屋根）
サークルベンチ　など

平成28年12月28日

194,400,000円

㈱高葉建設

広場規模

完成工期

契約金額

契約相手方
復興拠点の交通の要となる（イメージ図）

壁・天井・建具の修繕、電灯、照明の更新、
配線の布設替え、空調機器のフィルター交換、
雨水管路の高圧洗浄　など

平成29年３月31日

114,480,000円

鹿島建設㈱　東北支店

問　答　
　

富
岡
駅
周
辺
の
整
備
は
、

曲
田
土
地
区
画
整
理
事
業

と
し
て
、
平
成
30
年
度
末

の
事
業
完
了
を
目
標
に
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
は
駅
前
広
場
の

整
備
と
Ｊ
Ｒ
跨
線
橋
に
か

か
る
橋
台
２
基
橋
脚
１
基

の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｊ
Ｒ
跨
線
橋
に

か
か
る
道
路
に
つ
い
て
は
、

県
道
広
野
・
小
高
線
の
完

成
が
平
成
32
年
度
末
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
ま
で
に
は
接
道
し
供
用

を
開
始
で
き
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
ま
す
。

問　答　
　

町
と
し
て
、
本
工
事
の

管
理
委
託
を
す
る
業
者
と

と
も
に
、
杭
の
長
さ
や
支

持
基
盤
に
到
達
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
な
が

ら
、
適
切
に
管
理
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　答　
　

乗
降
ス
ペ
ー
ス
は
確
保

し
て
い
ま
す
。
長
時
間
駐

車
す
る
場
合
は
、
広
場
脇

の
町
営
駐
車
場
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

町
営
駐
車
場
は
、
Ｊ
Ｒ

富
岡
〜
竜
田
間
が
開
通
す

る
ま
で
に
は
整
備
し
、
供

用
が
開
始
で
き
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
ま
す
。



条
例
制
定

条
例
制
定

人
事
案
件

人
事
案
件

表

　
　彰

表

　
　彰

条
例
改
正

条
例
改
正

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

６月定例会・条例制定・条例改正・町政報告人事案件・表彰・補正予算

町
政
報
告
要
旨

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
施
設
の
立
地
に
よ
る

寄
附
金
や
そ
の
他
の
収
入

金
等
を
、
町
の
復
興
事
業

に
活
用
す
る
た
め
、
復
興

ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

�

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

　

太
田
第
二
な
か
よ
し
広

場
へ
の
消
防
屯
所
建
設
及

び
毛
萱
集
会
所
な
か
よ
し

広
場
の
津
波
流
出
に
伴
い
、

当
該
な
か
よ
し
広
場
を
廃

止
し
ま
す
。

�

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

　

富
岡
町
副
町
長
の
定
数

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
滝
沢
一

美
氏
の
選
任
に
つ
い
て
、
賛

成
多
数
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
28
年
６
月

20
日
か
ら
の
４
年
間
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
政
に
携
わ
っ

て
き
た
経
験
を
活
か
し
、

富
岡
町
の
復
興
・
再
生
の

た
め
頑
張
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町政報告をする宮本町長

　

本
町
で
は
、
昨
年
６
月

に
策
定
し
た
第
二
次
復
興

計
画
に
お
い
て
、「
早
け

れ
ば
平
成
29
年
４
月
の
帰

還
開
始
」を
目
指
す
こ
と

を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な

施
策
や
事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

　

町
の
様
子
に
目
を
向
け

る
と
、
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

や
除
染
の
進
捗
の
ほ
か
、

昨
年
秋
に
役
場
・
警
察
・

消
防
が
一
部
再
開
し
て
以

降
、
町
立
診
療
所
や
国
際

　

国
民
健
康
保
険
税
施

行
令
の
一
部
改
正
と
平
成

28
年
度
課
税
額
算
定
に

伴
い
改
正
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
町
に
お
い
て

は
、
原
発
事
故
に
伴
う
避

難
指
示
に
よ
り
全
額
減
免

措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

�

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

　

今
後
さ
ら
に
増
大
す
る

業
務
と
町
民
に
寄
り
添
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
副
町
長
の
定

数
を「
１
人
」か
ら「
２
人

以
内
」に
改
正
し
ま
す
。

　
「
２
人
以
内
」と
す
る
こ

と
で
、
復
興
の
進
捗
に
応

じ
た
弾
力
的
な
運
用
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

�

（
賛
成
多
数
・
原
案
可
決
）

　

６
月
６
日
に
福
島
県
町

村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上

で
、
高
橋
実
議
員
が
自
治

功
労
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
橋
議
員
は
平
成
８
年

３
月
31
日
か
ら
20
年
に
わ

た
り
町
議
会
議
員
を
務
め
、

議
員
活
動
を
通
し
て
地
方

自
治
の
振
興
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

た
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ

た
も
の
で
す
。

共
同
研
究
棟
の
着
工
、
複

合
商
業
施
設
や
災
害
公
営

住
宅
の
建
設
に
も
一
定
の

見
通
し
が
つ
く
な
ど
、
町

の
復
旧
・
復
興
へ
の
足
取

り
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
、

よ
う
や
く
目
に
見
え
る
形

で
古
里
が
再
生
し
て
い
く

姿
を
お
見
せ
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

帰
還
開
始
に
向
け
た
議

論
を
進
め
る
た
め
の
プ
ロ

セ
ス
と
し
て
は
、
今
年
の

お
彼
岸
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
か
け
て
特
例

宿
泊
を
初
め
て
実
施
し
、

課
題
の
洗
い
出
し
や
改
善

策
に
取
り
組
む
ほ
か
、
３

月
に
は「
帰
町
計
画
」を
策

定
し
、
こ
の
ほ
ど
、
帰
町

検
討
委
員
会
に
よ
る
町
の

現
状
の
客
観
的
評
価
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
は
、
特
に
４
月
以

降
、
町
の
復
興
実
現
に
向

け
た
ご
意
見
や
ご
要
望
、

帰
還
開
始
時
期
な
ど
に
つ

い
て
の
ご
質
問
を
数
多
く

頂
戴
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
復
旧
・

復
興
の
進
展
を
背
景
に
、

古
里
へ
の
帰
還
を
そ
の
時

期
も
含
め
、
よ
り
現
実
的

な
も
の
と
し
て
捉
え
、
帰

町
に
向
け
た
準
備
や
検
討

を
さ
れ
て
い
る
も
の
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
避
難
指

示
の
解
除
は
、「
早
期
の

町
内
生
活
を
望
む
町
民
の

帰
還
実
現
と
本
格
復
興
の

第
一
歩
」で
あ
る
と
捉
え

て
お
り
、「
避
難
指
示
の

解
除
な
く
し
て
、
町
の
本

格
復
興
は
な
い
」と
考
え

て
い
ま
す
。

　

改
め
て
、
町
民
の
皆
様

の
古
里
再
興
へ
の
想
い
を

全
身
で
受
け
止
め
、
正
念

場
と
な
る
今
年
度
の
復
興

の
取
組
を
一
層
加
速
し
、

来
年
４
月
の
帰
還
開
始
を

よ
り
確
か
な
も
の
と
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
準
備
宿
泊
に
つ

い
て
も
、
夏
頃
の
開
始
を

視
野
に
入
れ
、
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

滝沢　一美さん
（小浜行政区） 

表彰を受ける高橋実議員

一 般 会 計一 般 会 計

《３億3923万円を増額補正》

一般会計予算を3億3923万円増額し、予算総額201億9954万円としました。

町内の住環境の整備を目的とした補正が目立ちました。

【住宅清掃費補助金】　１億円の増額補正
自宅内清掃等の負担軽減を図るため、自宅内汚損箇所の掃き・拭き、片づけなどを
業者に委託した際に発生する費用の一部を補助する。

　《対　象》　○震災当時町内に住所を有し、現に居住していた者（帰還困難区域を除く）

　　　　　　○自己の居住用に供する建物

　　　　　　　◦併用住宅については1/2以上が住宅用に供しているものを含む

　　　　　　　◦解体申請をしていない建物　※帰還する・しないを問わない。

　《補助額》　10/10　上限25万円（改修、修繕、補修費等は除く）

　《その他》　申込開始時期は未定

　　　　　　既に清掃を実施している場合はさかのぼって交付する。

【公営住宅整備事業費】　１億1154万円を増額補正
公営住宅整備地の用地取得、調査・建築設計に関する費用

※第１期整備地の東側街区（7,088㎡）及び栄町公営駐車場（3,873㎡）を

　第２期整備候補地として選定。100戸の整備を予定している。

【その他】　１億2769万円を増額補正（上郡山地区工業団地事業費　等）

平
成
29
年
４
月
の
帰
還
開
始
に
向
け
、

着
実
に
前
進




















